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○大規模災害時に、全国からの応援人員や物資等を円滑に受け入れ、被災現場や地域の防災拠点に迅速

かつ的確に供給する「愛知県基幹的広域防災拠点」を整備

○第1期として消防学校（2029年度開校）、第2期として防災公園（2029年度内供用開始）を整備

基本方針

○「空港・高速道路」のダブルアクセス性を確保

○本部機能として「24時間危機管理体制」を確保
○「支援要員」のベースキャンプ機能を確保

○「緊急支援物資」の備蓄と中継・分配機能を確保

○広域搬送拠点臨時医療施設(SCU)を設置
○中部圏の「基幹的な拠点」としても貢献

○愛知県・名古屋市の「消防学校の共同設置」

平常時は、「消防学校」、
「防災公園」として活用

規模 19.2ha

災害時のレイアウト

『南海トラフ地震における具体的な応急対策活動に関する計画』
(内閣府）に基づき、”愛知県全域”を対象とした「後方支援機能」を
確保

「県土全体の災害対応力」の強化が急務

愛知県豊山町
名古屋空港・北西部

愛知県基幹的広域防災拠点について
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整備スケジュール
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